
市道三溝線と沿線地区の課題解決に向けて

市道三溝線再整備検討会（第２回）
平成３０年６月２８日（木）

時間別の交通
の状況は？

時間別の事故
の状況は？

■前回検討会における意見・質問

○時間別の自動車・歩行者・自転車の交通量 （P１～２）

○時間別の事故発生状況 （P３）

○周辺道路への通過交通の流入 （P４～５）

○自転車通行空間の整備形態の検証 （P６～７）

■本日の議論のポイント

（１）市道三溝線の現状分析

（３）社会実験の実施計画

○計画平面図 （P１０）
○調査計画（交通量調査・アンケート） （P１１～１２）
○広報計画 （P１３）

周辺道路への
流入が心配

自転車道(東側
のみ)は可能？

（２）歩道空間の活用方策

○事例検証：松山市 花園町通り （P８～９）
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・朝と夕方の交通量が多いが、大溝川以南では、朝夕のピーク時とそれ以

外の交通量の差は比較的小さい。

■時間別の自動車交通量
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調査日：H29.10.11（水）
12時間（7～19時）

佐賀商業
高校

駅北口交差点

アパホテル前交差点

血液センター南交差点

（１）市道三溝線の現状分析
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・駅に近い南側は歩行者が多く、駅から離れた北側は自転車が多い。

・朝と夕方の通行量が多く、自動車に比べて日中との差が大きい。

■時間別の歩行者・自転車通行量
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・自動車×自動車の事故は、交通量の多い朝夕に発生

・自動車×自転車の事故は、朝夕以外に日中にも複数発生。

・自動車×歩行者の事故は、半数以上が夕方・夜間に発生（横断中）。

■時間別の事故発生状況
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【自動車×自動車】

【自動車×自転車】

【自動車×歩行者】

日中も複数発生

５件中３件が夕方・夜間に発生

朝夕に多発



※黄信号時間は赤信号時間に含む

■周辺道路への通過交通の流入

・東西方向の青時間が短く、同方向の混雑が発生。

・信号を迂回するため、周辺道路へ通過交通が流入しているものと思わ
れる。

4

・社会実験と併せて、三溝線周辺の生活道路の交通量を調査し、実態を
把握したい。

○流入が発生する要因

【南北方向】
青：４１秒
赤：６９秒

【東西方向】
青：２３秒
赤：８７秒

【南北方向】
青：６８秒
赤：４２秒

【東西方向】
青：３０秒
赤：８０秒



※黄信号時間は赤信号時間に含む

・信号現示（信号の長さ）は、幹線道路（国道２６４号、警察通り）との交差
点と連動。
・特にアパホテル前交差点及び駅北口交差点の青信号が短い。

5

・駅北口の変則交差点解消（駅前広場再整備）に合わせて、警察に相談
し、信号現示の面的な見直しを検討したい。

○周辺の信号現示の状況

【東神野】

青：４３秒
赤：９７秒

【アパホテル前】

青：３０秒
赤：８０秒

【佐賀学園北】

青：７０秒
赤：５０秒

【ほほえみ館入口】

青：４１秒
赤：７９秒

■周辺道路への通過交通の流入

【堀江通り】

青：４８秒
赤：９２秒

【駅北口】

青：２３秒
赤：８７秒

【佐賀学園南】

青：３７秒
赤：７３秒

【佐賀学園東】

青：３４秒
赤：８６秒
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・前回の意見を受けて、東側（商業高校側）のみ自転車道を整備するパター

ンを検証

■自転車通行空間の整備形態の検証
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【両側に自転車レーン】 【東側に自転車道】

○東側のみ自転車道を整備した場合

【横断イメージ図】

【平面イメージ図】

西側へ横断後は、自転車を押して
移動する必要がある

歩
道
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道路に進入する自動車の
左右確認不足による衝突

自転車同士の正面衝突

■自転車通行空間の整備形態の検証

・安全面からは、両側に一方通行の自転車通行空間を整備することが望
ましい。

・自転車道（双方向通行）は、自転車レーン（一方通行）に比べ、安全面に

問題がある。

○自転車道（双方向通行）の問題点
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【整備前】 【完成後】

・地元と検討を重ね、車道を２車線
（片側１車線）に減じ、自転車通行
空間を整備。
・広がった歩道空間に、ベンチやデッ
キなど交流・滞留のための空間を
整備。

・整備前は、車道６車線＋軌道
＋歩道の構成。
・両側のアーケードは老朽化が
進んでおり、暗い歩行空間で
あった。

（２）歩道空間の活用方策（事例検証：松山市花園町通り）



歩道空間に整備された滞留空間では、中低木を植樹することにより、緩や
かな境界を作っている。

9

■歩道空間の活用方策

【松山市花園町通り】

【アムステルダム（オランダ）】

車道と自転車道は連続した舗装とされ、歩道部分と区分。
歩道内にはベンチが設置され、歩行者が休むことが出来る。
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日程：９月中旬（月曜日～日曜日）

期間：１週間（前後各1日で設置・撤去）

※台風等の荒天が予想される場合は延期

■計画平面図

右折レーン
・

【社会実験断面図】

至 佐賀駅

ミニ
ストップ

▲ゼブラ帯イメージ

▲誘導看板イメージ

アパ
ホテル

（３）社会実験の実施計画

西側 東側

▲自転車道イメージ

▲ラバーポール

単管バリケード

自転車道



■調査計画（交通量調査）

：交通量調査（本線・周辺道路）
：渋滞長調査
：自転車通行位置調査

○

11

・交通量調査：自動車交通量を実験前と比較

・渋滞長調査：交差点における渋滞の発生状況を把握

・自転車通行位置調査：自転車道を正しく走行しているか把握

11



■調査計画（アンケート）

調査対象 市道三溝線沿線（三溝、新家自治会の一部）

実施方法 自治会を通じて配布、郵送による回収

12

【アンケートの目的】

・自転車と歩行者の分離による効果（安全性・快適性向上）の把握

・車線減少による自家用車への影響の把握

沿線住民アンケート

調査対象 佐賀商業高校の１，２年生

実施方法 学校を通じて配布、回収

高校生アンケート

調査対象 通行中の歩行者・自転車

実施方法 対面式アンケート

街頭アンケート

質 問 項 目

共 通

■普段の通行について
・普段、市道三溝線を通行する手段は？
・市道三溝線で危険や不安を感じる点は？
（徒歩、自転車での通行時）
■社会実験について
・社会実験中、安全に通ることができるようになったか？
・社会実験中、危険に感じた点や不便に思った点は？
（徒歩、自転車での通行時）
■自転車利用について
・自転車の通行に関するルールの認知状況
（街頭アンケートでは割愛）

住民のみ ・社会実験中、車線減少により危険や不安を感じたか？

※配布方法・範囲については、自治会長と相談



■広報計画
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○予告看板の設置

○市報・市ホームページ掲載

○地元小中高校等へのチラシ配布

○新聞・ラジオによる周知 等

予告看板のイメージ

配布チラシのイメージ

表面 裏面


